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こうぶとうぶ

　１月３０～３１日に、湯田小学校グラウンドで開
催された「ほっとゆだ2016北日本雪合戦大会」一
般の部で、西和賀町の東部レイダースが４年連続５
回目の優勝という快挙を達成しました。
（関連記事：18～19Ｐ）

４年連続５回目の「優勝」
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小さなふるさと（和賀蛭子森公民館）
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川舟田植え踊りの里（川舟地区公民館）

沢内甚句の郷（貝沢区）

ほっとゆだ駅前雪あかり広場（雪あかり実行委員会）

おらほの夢あかり（泉沢一本杉の会）がんばるべ～西和賀（太田地区公民館）

　

2
月
6
日
㈯
、
西
和
賀
の
冬
恒
例
「
雪
あ
か
り
2
0
1
6
in
に
し
わ
が
」
が
西
和
賀
雪
あ
か
り
実
行

委
員
会
（
事
務
局
西
和
賀
商
工
会
）
の
主
催
で
行
わ
れ
、
町
全
体
が
幻
想
的
な
灯
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
一
般
世
帯
の
ほ
か
、
町
内
66
の
行
政
区
や
各
種
団
体
、
企
業
な
ど
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
雪
あ
か
り
が
作
ら
れ
、
点
灯
時
間
の
午
後
5
時
30
分

に
な
る
と
、
約
1
万
8
千
本
の
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
が
西
和
賀
の
冬
を
あ
た
た
か
く
照
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
の
試
み
と
し
て
点
灯
時
間
の
延
長
さ
れ
、
長
い
時
間
、
雪
あ
か
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
例
年
の
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
発
着
の
遊
覧
バ
ス
の
ほ
か
、
盛
岡
駅
発
着
の
遊
覧
バ
ス
や
北
上
駅
〜

ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
ま
で
の
無
料
送
迎
バ
ス
、
町
内
循
環
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
北
上
線
の
利
用
者
に
は

町
内
飲
食
店
で
使
え
る
割
引
券
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
や
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
雪
あ
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
の
第
2
週
以
降
の
土
曜
日
に
は
、
町
内
全
域
の
一
般
世
帯
の
軒
先
に
灯
り
を
灯
す
『
小
さ
な
雪

あ
か
り
』
を
実
施
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、「
小
さ
な
雪
あ
か
り
・
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
4
月
〜
5

月
に
湯
夢
プ
ラ
ザ
内
で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

幻
想
的
な
灯
に
包
ま
れ
る

幻
想
的
な
灯
に
包
ま
れ
る

雪
あ
か
り
２
０
１
６ 

in 

に
し
わ
が

雪
あ
か
り
２
０
１
６ 

in 

に
し
わ
が
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里の恵（産直生産組合）

集落営農の灯（あかり）（大野公民館） 輝くまち（新町区）

火の用心（西和賀消防署）

天ケ瀬の絆（天ケ瀬地区）

屋久島深澤晟雄の会のドリーム（NPO法人深澤晟雄の会）

みんなのあかり2016（ワークステーション湯田・沢内）

ちいきの絆（小繋沢地区　繋の郷づくり委員会）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会
の
雪
あ

か
り
に
鹿
児
島
県
の
屋
久
島
と
名
古
屋

市
か
ら
2
名
が
参
加
し
、
雪
あ
か
り
制

作
と
雪
あ
か
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

●
お
昼
は
雪
あ
か
り
が
ど
ん
な
感
じ
な

る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
み
ん
な

と
一
緒
に
つ
く
り
楽
し
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
夜
に
な
り
、
あ
た
た
か
な

優
し
い
あ
か
り
に
感
動
し
ま
し
た
。

「
雪
国
に
し
わ
が
」
の
人
々
の
ぬ
く

も
り
に
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
川
　
直
里
さ
ん

（
愛
知
県
名
古
屋
市　

39
歳
女
性
）

●
雪
深
い
町
の
静
か
な
夜
の
催
し
に
参

加
で
き
た
奇
跡
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
で

す
。
今
回
は
「
屋
久
島
深
澤
晟
雄
の

会
」
の
一
員
と
い
う
こ
と
で
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
雪
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
を
表
現
す
る
と
い
う
取
り

組
み
に
、
同
じ
地
方
の
立
場
と
し
て

勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

浦
田
稲
穂
子
さ
ん

（
鹿
児
島
県
屋
久
島　

35
歳
女
性
）

　

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
湯
田
・
沢
内

に
、
盛
岡
医
療
福
祉
専
門
学
校
の
学
生

が
約
50
名
参
加
し
ま
し
た
。

●
点
灯
し
た
と
こ
ろ
を
想
像
し
な
が

ら
、
楽
し
く
雪
あ
か
り
制
作
が
で
き

ま
し
た
。
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
で
西

和
賀
町
に
来
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
雪
が
少
な
く
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

高
橋
　
稚
菜
さ
ん

（
花
巻
市　

19
歳
女
性
）

●
２
回
目
の
参
加
で
、
前
回
も
同
じ
場

所
に
羊
を
制
作
し
ま
し
た
。
前
回
の

雪
の
多
さ
に
、
西
和
賀
町
は
雪
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
雪
が
少
な
く
西
和
賀
ら

し
く
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

三
船
　
祥
生
さ
ん

（
盛
岡
市　

21
歳
男
性
）

　

同
じ
く
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
湯

田
・
沢
内
に
、国
内
や
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ナ
イ
ス
）
か
ら
約

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
作
業
は
大
変
で
し
た
が
、
達
成
感
が

あ
り
面
白
か
っ
た
で
す
。
他
で
は
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
藤
　
雅
大
さ
ん

（
千
葉
県
船
橋
市　

21
歳
男
性
）

●
ふ
だ
ん
雪
に
囲
ま
れ
る
こ
と
が
な

く
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
皆
で
協
力
し
な
が
ら

つ
く
る
雪
あ
か
り
は
素
敵
だ
と
思
い

ま
す
。
地
元
の
方
々
が
あ
た
た
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
っ
て
、
第
二
の
ふ
る

さ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
素

敵
な
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。

中
谷
香
央
里
さ
ん

（
東
京
都
国
分
寺
市　

21
歳
女
性
）

　

大
野
地
区
公
民
館
の
雪
あ
か
り
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
㈱
岩
手
支
店
か
ら
社
員
約

30
名
が
参
加
し
、
大
野
地
区
で
雪
あ
か

り
制
作
を
行
な
い
ま
し
た
。

「雪あかり2016 in にしわが」雪あかり制作に町外から多数の参加者

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

は
や
か
わ　
　

な
お
り

う
ら
た

な

ほ

こ

み
ふ
ね　
　

よ
し
き

た
か
は
し　
　

わ
か
な

な
か
た
に
か

お

り

さ
と
う　
　

ま
さ
ひ
ろ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

大
野
地
区
公
民
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

大
野
地
区
公
民
館

全員での記念撮影

早川さんと浦田さん

NICE参加者制作の雪あかり

多くの学生が参加

田んぼを広く使って制作

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

　
　
　
　
　
　

湯
田
・
沢
内　
　

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

　
　
　
　
　
　

湯
田
・
沢
内　
　

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

　
　
　
　
　
　

湯
田
・
沢
内　
　

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

　
　
　
　
　
　

湯
田
・
沢
内　
　



　

１
月
19
日
、
白
木
野
地
区
で
町
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
「
白

木
野
人
形
送
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
形

送
り
は
、
ワ
ラ
人
形
に
地
域
内
の
疫
病
神
を

背
負
わ
せ
て
地
域
の
外
に
送
り
出
し
、
外
か
ら

疫
病
が
入
る
の
を
防
ぎ
、
一
年
間
の
無
病
息

災
を
祈
る
行
事
で
す
。

　

白
木
野
公
民
館
で
、
地
区
民
約
20
人
が
持

ち
寄
っ
た
藁
で
ワ
ラ
人
形
を
作
り
ま
し
た
。

ワ
ラ
人
形
は
、
チ
ョ
ン
マ
ゲ
に
カ
ミ
シ
モ
、

２
本
の
刀
を
さ
し
た
身
の
丈
１
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
サ
ム
ラ
イ
姿
で
、
背
中
に
は
餅
を
背

負
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ラ
人
形
が
完
成
す
る
と

ホ
ラ
貝
を
鳴
り
響
か
せ
な
が
ら
地
区
内
を
練

り
歩
き
、
地
区
境
の
木
に
祀
ら
れ
ま
し
た
。
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２
月
14
日
、
湯
本
地
区
で
謝
湯
雪
中
神
輿

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

湯
田
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

町
内
各
地
区
の
温
泉
の
お
湯
に
祈
祷
を
捧
げ

る
神
事
を
行
い
、
盛
大
に
餅
ま
き
を
し
て
神

輿
が
出
発
し
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
集
結
し

た
約
１
２
０
人
の
担
ぎ
手
は
、
威
勢
の
い
い

掛
け
声
で
神
輿
を
担
ぎ
上
げ
、
約
２
時
間
か

け
て
厳
冬
の
温
泉
街
を
勇
壮
に
練
り
歩
き
ま

し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
町
内
各
地
区
の
源
泉
を
奉
納

し
、
古
来
よ
り
万
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
住

民
を
潤
し
て
き
た
自
然
の
恵
み
「
温
泉
」
に

感
謝
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
各
地
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
長
野
・
東

京
か
ら
も
多
く
の
神
輿
仲
間
が
集
結
し
、
雪

中
神
輿
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

白
木
野
人
形
送
り

左
草
人
形
送
り

謝
湯
　

雪
中
神
輿
祭
り

長
松
垢
離
と
り

（
湯
之
沢
裸
ま
つ
り
）

温泉に感謝する雪中神輿に活気づく湯本温泉街

無病息災、五穀豊穣を祈願

　

１
月
21
日
、
湯
之
沢
地
区
で
町
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
長
松
垢
離
と
り

（
湯
之
沢
裸
ま
つ
り
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

湯
之
沢
公
民
館
で
臼
と
杵
を
使
い
「
力
も

ち
」
が
つ
か
れ
、
神
社
に
奉
納
し
た
後
、
町

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
33
人
が
岩
滑
沢
ま
で
下

帯
姿
で
一
気
に
駆
け
下
り
ま
し
た
。
大
き
な

掛
け
声
と
と
も
に
、
厳
寒
の
な
か
沢
水
に
３

回
浸
か
っ
て
身
を
清
め
ま
し
た
。

　

山
祗
神
社
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
「
山
の

神
」
の
年
越
し
に
あ
た
る
旧
暦
12
月
12
日
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、
お

よ
そ
3
0
0
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
り
、
雪
の

上
を
転
が
っ
て
身
を
清
め
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
長
松
地
区
が
昭
和
47
年
に
集
落
移
転

し
た
こ
と
で
現
在
の
岩
滑
沢
に
入
る
形
に
な

り
ま
し
た
。

や
ま 

づ
み

い
わ
な
め
さ
わ

　

２
月
11
日
、
左
草
地
区
で
人
形
送
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

左
草
公
民
館
へ
藁
を
持
ち
寄
り
、
男
女
二

対
の
ワ
ラ
人
形
を
作
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

約
40
人
が
頭
や
手
足
、
裃
や
は
ば
き
な
ど
を

分
担
し
て
作
り
、
約
１
時
間
30
分
ほ
ど
で
２

体
の
ワ
ラ
人
形
を
組
み
上
げ
ま
し
た
。
ワ
ラ

人
形
に
は
、
各
家
々
の
家
族
の
数
の
団
子
を

ヒ
モ
に
通
し
た
お
供
え
が
か
け
ら
れ
、
お
神

酒
を
あ
げ
て
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

祈
願
後
は
、
人
形
を
送
り
出
す
行
列
が
ほ
ら

貝
と
太
鼓
を
先
頭
に
約
１
キ
ロ
の
道
筋
を
練

り
歩
き
ま
す
。
２
体
の
ワ
ラ
人
形
は
、
見
張

り
役
と
し
て
集
落
の
境
の
木
に
ま
つ
ら
れ
、

１
年
間
地
域
の
安
全
を
見
守
り
ま
す
。

か
み
し
も

木
野

送
り

背
負

疫
病

災
を白

ち
寄

ワ２
本

ら負ホり
歩

受け継がれる西和賀町の伝統行事受け継がれる西和賀町の伝統行事

無病息災を祈願する白木野人形送り行列

無病息災を祈願する左草人形送り行列
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※右のカッコ内は父母名と地区名

たくましく育て町の宝・成長の証に

　町では、赤ちゃんの誕生を祝い、健やかな成長を祈念して足形や名前、
生年月日などを掘り込んだガラスの写真立てを贈っています。
　スイートベイビーの記念品贈呈等の詳細については総務課（☎82‒3281）
までお問い合わせください。

（恵さん・彩香さん／上野々）
梨子下　星　那
（誠さん・茅さん／大野）
石　川　あかり

せな

くんさん（女の子）

第25回岩手県合唱アンサンブルコンテスト
湯田中学校「金賞」を受賞
　１月24日、岩手県合唱連盟が主催。第25回岩手県合
唱アンサンブルコンテストが盛岡市で開催され、湯田
中学校合唱部がみごと金賞を受賞しました。
　コンテストは１団体４人から16人編成で競い、中学
校には76団体が参加し、その中から湯田中学校合唱
部は金賞に選ばれました。

ため　た

これからもお元気で  爲田タニさんが105歳

故 爲田　直助さん

　平成27年11月８日（86歳）に逝去された元沢内村議会議長の爲田直助さん（新町）が正
六位を叙位されました。叙位は叙勲・褒章と並ぶ国の栄典制度で、現在は故人にのみ授与
されています。
　爲田さんは、昭和50年５月から平成17年10月まで沢内村議会議員、平成17年11月から平
成19年４月まで西和賀町議会議員として在職。その間、沢内村議会副議長、沢内村議会議長などを歴任。　
　その功績により、平成14年２月に全国町村議会議長会会長特別表彰（自治功労）、平成17年10月に沢内村長表
彰（村勢功労）、平成21年４月に旭日双光章（自治功労）を受章されています。

　介護老人保健施設清水苑に入所している爲田タニさん
が105歳を迎え、２月１日、細井町長が訪問してお祝い
状と記念品が贈られました。
　タニさんは明治44年２月１日、新町生まれ。土木会社
に勤める清さん（故人）と結婚し、清さんを支え農業を
しながら子どもを育て、子９人、孫11人、ひ孫13人に恵
まれまれています。
　贈呈式では、ご家族と施設スタッフの見守る中、贈ら
れた花束とお祝いの拍手に笑顔で感謝の気持ちを伝えて
いました。
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（丸数字は順位）スポーツ結果 ◆第17回湯田カップジュニアＧＳスキー大会
　（２月７日／町営湯田スキー場）
＜小学校２年女子＞
①久保未侑（沢内ジュニア）②藤原楓夏（沢内ジュニア）
＜小学校２年男子＞
②刈田五陸（沢内ジュニア）③千田泰瑶（湯田ジュニア）
＜小学校３年男子＞
③山田陽介（湯田ジュニア）
＜小学校４年女子＞
②久保由愛（沢内ジュニア）③米澤優凪（沢内ジュニア）
＜小学校４年男子＞
④藤原颯太（沢内ジュニア）
＜小学校５年女子＞
⑥松川侑 （沢内ジュニア）
＜小学校５年男子＞
③吉田晴翔（沢内ジュニア）⑧加藤睦規（湯田ジュニア）
⑨佐々木颯太（湯田ジュニア）
＜小学校６年男子＞
①加藤瑞基（湯田ジュニア）⑦柴田拓実（沢内ジュニア）
＜中学生女子＞
②髙橋真凜（沢内中）③佐々木鞠美（沢内中）⑤松川実央
（沢内中）
＜中学生男子＞
②山田雅拓（湯田ジュニア）⑤加藤晴己（湯田ジュニア）

◆第６回西和賀ジュニアスラロームスキー大会
　（２月６日／町営湯田スキー場）
＜小学生４年以下女子＞
②久保由愛（沢内ジュニア）④久保未侑（沢内ジュニ
ア）⑥藤原楓夏（沢内ジュニア）⑦髙橋雅美（沢内ジュ
ニア）
＜小学生４年以下男子＞
⑤藤原颯太（沢内ジュニア）⑩米澤岳（湯田ジュニア）
⑭刈田五陸（沢内ジュニア）
＜小学生５．６年女子＞
③松川侑 （沢内ジュニア）
＜小学生５．６年男子＞
①加藤瑞基（湯田ジュニア）⑧吉田晴翔（沢内ジュニ
ア）⑫加藤睦規（湯田ジュニア）⑮佐々木颯太（湯田ジ
ュニア）⑰柴田拓実（沢内ジュニア）
＜中学生女子＞
②髙橋真凜（沢内中）④松川実央（沢内中）⑥佐々木鞠
美（沢内中）
＜中学生男子＞
③山田雅拓（湯田ジュニア）④加藤晴己（湯田ジュニ
ア）

掃部　春菜さん大堰　徳さん

　沢内中学校１年の大堰徳さんと２年の掃部春菜さんが
２月２～５日に北海道名寄市で開催された第53回全国中
学校スキー大会クロスカントリースキー競技に出場しま
した。
　大堰さんは、男子リレー（５ｋ×４）に３走として出
場し見事６位入賞を果たしたほか、男子５ｋフリーでは
38位に、掃部さんは、女子３ｋフリーで45位とそれぞれ
好成績を収めました。

第59回岩手県統計グラフコンクール
沢内中学校「佳作」に入賞
　第59回岩手県統計グラフコンクールに沢内中学校
の１年吉田藍子さん、２年高橋真凜さん、３年中村千夏
さん３名の作品「脱出！脳卒中ワースト　ワン」が佳
作に入賞しました。また町からも町長賞が３名に贈ら
れました。 左から吉田藍子さん、中村千夏さん、高橋真凜さん

第53回全国中学校スキー大会
はるなかもんちからおおぜき

沢内中学校　大堰徳さん掃部春菜さんが出場
はるなかもんおおぜきちから

ちなつまりんあいこ



ふるさと納税大感謝祭

ゴールデンウィーク中の臨時観光案内所
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協 力 隊 の “ 気 づ き（awareness）”協 力 隊 の “ 気 づ き（awareness）”協 力 隊 の “ 気 づ き（awareness）”協 力 隊 の “ 気 づ き（awareness）”

協
力
隊
三
期
生

溝
渕
　
朝
子こ

あ
さ

ぶ
ち

み
ぞ

白木野人形送り 新町舟っこ流し

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昔
か
ら
星
を

見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
西
和
賀

町
の
星
空
が
ど
れ
だ
け
綺
麗
か
出
て
み
て

気
付
き
ま
し
た
。
昨
年
の
秋
頃
に
は
数
人

で
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
（
約
16
年
前
ま
で
は

町
で
や
っ
て
い
た
？
）
と
称
し
て
星
の
観

察
会
を
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
新
鮮
な
採
れ
た
て
の
野
菜

が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
小
さ
い
頃

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た
野
菜

も
、
地
元
を
離
れ
て
か
ら
は
ス
ー
パ
ー
で

野
菜
を
買
う
と
採
れ
た
て
と
は
全
然
違
い

ま
す
。
こ
の
前
の
広
報
に
も
野
菜
を
作
っ

て
み
た
い
と
言
っ
た
の
が
掲
載
さ
れ
た
手

前
、
今
年
の
春
か
ら
は
小
さ
い
ス
ペ
ー
ス

で
、
自
分
の
作
り
た
い
野
菜
や
果
物
を
作

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
昔
か
ら
知
っ
て
い
る
人
た

ち
が
、
昔
と
変
わ
ら
ず
同
じ
よ
う
に
接
し

て
く
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
気

遣
っ
て
く
れ
る
こ
と
。
こ
っ
ち
に
戻
っ
て

き
て
か
ら
知
り
合
い
に
な
っ
た
人
も
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
あ
っ
た
か
く
て
親
切
で
優

し
く
て
、
で
も
時
に
は
ピ
シ
ッ
と
厳
し
く
、

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
た
め
に
大
切
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
家
が
白
木
野
な

の
で
人
形
送
り
も
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
参
加

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
初
め
て
人

形
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

小
学
生
も
参
加
し
て
い
て
、
伝
統
を
残
す

だ
け
で
は
な
く
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
が

交
流
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
も
、
と
て

も
い
い
こ
と
だ
な
と
思
う
と
同
時
に
、こ
の

よ
う
な
行
事
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
参
加
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　「
昨
年
の
6
月
に
高
校
卒
業
後
13
年
ぶ

り
に
西
和
賀
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
お

盆
や
年
末
は
帰
省
し
て
い
ま
し
た
が
、
1

年
ま
る
ま
る
西
和
賀
町
に
い
る
の
は
本
当

に
久
し
ぶ
り
で
す
。

　
私
は
、
今
、
6
次
産
業
推
進
セ
ン
タ
ー

で
働
い
て
い
ま
す
。
主
に
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
の
業
務
を
通
し
て
、
西
和
賀

町
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
こ
ん
な

に
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
私
自

身
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
西
和
賀
町
の

魅
力
を
寄
附
者
の
方
か
ら
教
え
ら
れ
た
り

も
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
久
し
ぶ
り
に
戻

っ
て
き
て
気
付
い
た
西
和
賀
町
の
魅
力
を

い
く
つ
か
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
こ
の
町
の
星
空
で
す
。

空
を
遮
る
も
の
が
な
い
の
で
満
天
の
星
空

北上、西和賀　湯あがり娘



ＪＩＣＡ国際研修視察が来町深澤晟雄村長の生命尊重行政を学ぶ

地域レーダー
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　2月15～16日、西和賀町にＪＩＣＡ（国際協力機構）
の母子保健福祉行政研修で海外研修生が訪問し、旧沢
内村が行った生命尊重行政を学びました。
　研修生はタイ、カンボジア、東ティモールなどの全
12カ国から、母子保健や児童福祉行政の企画・運営に
直接関わる行政官や医療関係者の16人で、1日目は、
西和賀さわうち病院で記録映像上映や講義のほか深澤
晟雄資料館を見学しました。2日目には、旧沢内村で
勤務した保健師が講師となり、住民と行政の架け橋と
なった保健師の活動や保健・妊産婦教育について研修
しました。

元保健師、深澤久子さんの話を聞く研修生

森林エネルギーで切り開く西和賀町の未来推進シンポジウム薪と薪ストーブの利用拡大で地域に明るい明日を

オーストリアから講師を招いてのシンポジウム

スラローム大会での加藤瑞基選手

「西和賀ジュニアスラローム大会」「湯田カップジュニアＧＳ大会」開催県内の強豪選手が集い競技

　1月21日、銀河ホールを会場に、森林エネルギーで
切り開く西和賀町の未来推進シンポジウムが関係者約
80名の参加で行われました。
　シンポジウムでは、オーストリア・ブルゲラント州
森林組合委員長のクラウス・ペーター・フリードル氏
による「地域開発と森林エネルギーの可能性について」
と題しての基調講演を行なったほか、クラウス・ペー
ター・フリードル氏、オーストリア大使館商務部上席
商務官のルイジ・フィノキアーロ氏と町関係者による
パネルディスカッションが行なわれました。
※このシンポジウムは全国モータボート競走施行者協議会からの拠出金

　が財源とされています。

　町スキー協会（佐々木浩輔会長）が主催する、第6
回西和賀ジュニアスラローム大会（1/30）と第17回湯
田カップジュニアＧＳ大会（1/31）が町営湯田スキー
場を会場に行われました。
　今年は、1月に雪不足のため県内で予定されていた
大会が中止となった事もあり、スラローム大会には63
名、ＧＳ大会には75名と地元選手のほか、町外から多
数の参加がありました。
　大会では、加藤瑞

みず
基
き
さん（湯田小 6 年）が両大会1

位となるなど、地元の選手が頑張り好成績を残しまし
た。
（町内選手の結果は7Ｐに掲載）
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状
況
に
あ
り
ま
す
。
警
察
庁
の
統
計
（
平
成
27

上
半
期
）
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
に
あ
っ
た
子
供
の

約
96
％
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
が
必

要
で
す
。

　

西
和
賀
町
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
家
庭
内

で
「
約
束
が
な
い
」、
ま
た
は
「
約
束
を
守
っ

て
い
な
い
」
と
答
え
た
子
供
は
、
学
年
が
上
が

る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
お
り
、
特
に
、
中
学
２

年
生
で
は
「
約
束
が
な
い
、ま
た
は
約
束
を
守
っ

て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る
生
徒
が
50
％
に
ま

で
上
り
ま
す
。
様
々
な
悪
影
響
を
防
ぐ
に
は
、

「
約
束
」
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
定
期

的
に
家
庭
内
で
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
え

ま
す
。

　

近
年
、
全
国
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
等
を
利
用
し
た
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
、
多
く
の
子
供

た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

西
和
賀
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
６

月
〜
７
月
に
か
け
、
町
内
の
小
学
校
六
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
の
全
児
童
生
徒
、
及
び
保
護

者
に
対
し
て
、
携
帯
電
話
等
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
含
む
）
の
利
用
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

（
小
中
学
生
１
４
７
人
と
そ
の
保
護
者
）

そ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
分
か
る
町
内

の
利
用
状
況
、
全
国
・
県
内
で
報
告
さ
れ
て
い

る
ト
ラ
ブ
ル
の
状
況
、
そ
し
て
、
犯
罪
に
合
わ

な
い
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
児
童
生
徒
の
利
用
の
状
況

　

下
の
図
１
か
ら
、
町
内
の
61
％
の
児
童
生
徒

が
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
な
か

で
も
、
小
学
生
の
利
用
率
は
、
90
％
を
超
え
て

お
り
、
早
い
時
期
か
ら
利
用
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
＝

有
害
な
場
所
へ
接
続
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
も

の
）
を
確
実
に
「
設
定
さ
れ
て
い
る
」
と
の
回

答
が
小
学
生
で
９
％
、
中
学
生
で
38
％
と
低
い

主
な
ト
ラ
ブ
ル
・
問
題
の
状
況

◆
事
例
①　

身
に
覚
え
の
な
い
噂

　

部
活
動
の
メ
ン
バ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
い
た
が
、
部
活

動
で
の
些
細
な
ト
ラ
ブ
ル
を
き
っ
か
け
に
、

相
手
か
ら
身
に
覚
え
の
な
い
噂
を
流
さ
れ
、

登
校
し
づ
ら
く
な
っ
た
。（
県
内
）

◆
事
例
②　

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
で
の
問
題

　

自
室
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ゲ
ー
ム
等
を

一
日
に
数
時
間
も
利
用
し
て
い
た
た
め
、
生

活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
朝
起
き
ら
れ
ず
学
校
に

登
校
で
き
な
く
な
っ
た
。（
県
内
）

◆
事
例
③　

未
成
年
者
誘
拐

　

女
子
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
＝
交
流
）
サ
イ
ト
で
、
見
知
ら
ぬ

人
と
知
り
合
い
、
実
際
に
会
っ
て
、
連
れ
回

さ
れ
る
な
ど
誘
拐
さ
れ
た
。（
他
県
）

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
西
和
賀
町

の
小
・
中
学
生
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

者
の
過
半
数
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
図

２
）。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

男
子
よ
り
も
女
子
の
利
用
時
間
が
長
く
、
ま
た
、

利
用
者
も
女
子
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
子
供
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

利
用
に
気
付
い
て
い
な
い
保
護
者
も
い
る
こ
と

が
心
配
で
す
。
犯
罪
被
害
者
の
大
半
が
女
子
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
で
も
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
層
、

家
庭
の
役
割
の
自
覚
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

次
の
点
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
、
確
認
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
そ
も
そ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
必
要
か

ど
う
か
十
分
に
確
認
す
る
。

　

②
保
護
者
と
共
有
す
る
場
合
、
子
供
へ
の
配

慮
と
し
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
す
る
。

※
W
i

－Fi

は
対
応
も
必
要
。

　

③
使
わ
せ
る
場
合
は
、
ル
ー
ル
を
決
め
る
と

と
も
に
、
定
期
的
に
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

何
か
困
っ
た
ら
・
・
・

次
の
い
ず
れ
か
へ
相
談
く
だ
さ
い

・
各
学
校

・
町
教
育
委
員
会
学
務
課　

☎
85
２
３
３
７

・
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
１
９｜

６
２
９｜

６
０
４

・
県
南
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
９
７｜

６
１｜

０
１
１
０

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

小
・
中
学
生
の
携
帯
電
話
等
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
〜
子
供
を
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
守
る
〜

使って
いない
39％

親と共有
41％

自分専用
20％

町内の小 6～中 3利用状況

図１

コミュニティサイト利用

図 2

コミ ニティサイト利用

図 2

利用して
いない
　42％

利用して
いる
　58％
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○岩手県軽自動車協会
　盛岡市湯沢16－15－11
　☎０１９－６３９－８０２１

軽二輪（125㏄超～250㏄以下）・
４輪の軽自動車の手続き先

※岩手陸運支局・岩手県軽自動車協会でのお手続きに関しては予めお電話で必要書類等を確認していただきま
すようよろしくお願致します。

○東北陸運局 岩手陸運支局
　矢巾町流通センター南２丁目８－５
　☎０５０－５５４０－２０１０

二輪の小型軽自動車（250㏄超）の
手続き先

○西和賀町税務会計課または町民課
　〔必要なもの〕
　①変更の場合／変更する車両が分かる書類・新しい所有者の印鑑・前の所有者の印鑑
　②廃車の場合／廃車する車両のナンバープレート・所有者の印鑑（ナンバープレートを無くした場合は弁償
　　金として200円の手数料が必要になります）

原動機付自転車・小型特殊自動車の手続き先

平成27年分確定申告分の口座振替日は
○申告所得税及び復興特別所得税　４月20日（水）
○消費税及び地方消費税　　　　　４月25日（月）です。
　口座振替納税は、預貯金残高を確認しておくだけで金融機関の預貯金口座から自動的に納税ができる、とて
も便利な制度です。簡単な手続きで利用できますので、花巻税務署（管理運営担当）にご相談ください。
　なお、すでに申告所得税及び復興特別所得税又は消費税及び地方消費税について口座振替納税をご利用の人
は、確実に振替納付ができるように預貯金残高をご確認ください。
◆問い合わせ先／花巻税務署　☎０１９８－２３－３３４１

平成27年分の確定申告期限と納期限は
○申告所得税及び復興特別所得税　　　　　３月15日（火）
○消費税及び地方消費税　　　　　　　　　３月31日（木）です。
　なお、納税には便利で確実な口座振替納税をご利用ください。一度手続きをしていただければ継続して利用
できます。

納税は便利な口座振替で

　軽自動車税は、４月１日現在で軽自動車を所有している人に課税されます。
　名義変更手続きや廃車手続きを行わないと、今後も軽自動車税が課税されることになりますので、３月末ま
でに必ず次の届出先までお越しいただきお手続きをお済ませいただきますようよろしくお願い致します。

花巻税務署からのお知らせ

３月末までに軽自動車の廃車・名義変更手続きを

税務会計課からのお知らせです

期限内の納税にご協力を

■家屋の新増築・
　　取壊しをする場合は連絡を!
　家屋の固定資産税は、毎年１月１日現在で建っ
ているものに課税されます。
　適切な課税のために、次のときは税務会計課へ
連絡をお願いします。
　❶家屋の新築や増築をした場合
　❷家屋の一部または全部を取り壊す場合※納期限及び口座振替日は2月29日㈪です。残高確認を忘れずに。

今月納めていただく税金と納期限

税務関係のお知らせ ◆問い合わせ先／税務会計課　☎８２‒3282・3283

町県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

4期
8期
8期
8期
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院
で
は
、
血
液
透
析
が
主
な
業
務
に
な
り
ま

す
が
、
平
成
21
年
に
旧
沢
内
病
院
で
透
析
を

再
開
し
た
時
、
患
者
さ
ん
が
９
名
だ
っ
た
の

が
現
在
は
19
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の

新
築
に
伴
い
、
ベ
ッ
ド
数
を
８
床
に
増
床
し

た
こ
と
で
、
町
外
で
透
析
を
受
け
て
い
た
方
、

ま
た
、
新
た
に
透
析
を
始
め
る
方
の
受
け
入

れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
透
析
患
者
さ
ん
は
増
え
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
合
併
症
や
高
齢
化
に
伴

う
通
院
困
難
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
の
支
援

を
行
政
と
共
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｅ
っ
て
何
？
と
、
み
な
さ
ん
き
っ
と

思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
臨
床
工
学
技

士
の
略
称
で
、
Ｍ
Ｅ
（
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ　

Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
）
ま
た
は
Ｃ
Ｅ
（
Ｃ
ｌ

ｉ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ　

Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
）
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
の
仕

事
は
、
一
つ
は
「
生
命
維
持
管
理
装
置
の
操

作
」
、
も
う
一
つ
は
「
院
内
の
医
療
機
器
の

保
守
管
理
」
が
あ
り
ま
す
。
生
命
維
持
管
理

装
置
の
操
作
に
お
い
て
は
、
呼
吸
・
循
環
・

代
謝
と
多
岐
に
わ
た
り
、
各
分
野
で
医
師
や

看
護
師
、
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
臨
床

業
務
に
携
わ
り
ま
す
。
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病

Ｍ
Ｅ
科・透
析
室

西
和
賀
さ
わ
う
ち
病
院
だ
よ
り

医療機器中央管理
その他

血液浄化部門

臨床工学技士

循環器部門
人工心肺部門

人工呼吸器部門
看護師医学

血液透析

予防接種はお済ですか？予防接種はお済ですか？
保健福祉課からのお知らせです

　なお、日本脳炎予防接種を平成17年５月30日から平成22年３月31日までの積極的な勧奨の差し控えにより、
予防接種の受けられなかった『平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方』は、接種期限が「20歳未満」
となっており、20歳をすぎると接種できなくなりますので、注意しましょう。
　　お子さんの予防接種で受け忘れているものがないか、この機会に確認しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ先　役場保健福祉課　電話85‒3411

下記の予防接種の対象者について、平成28年３月31日で定期予防接種としての接種期間が終了します。
ご自身やお子さんの該当する予防接種を希望される方は、期限前に接種を終了してください。
４月１日以降は、任意接種となるためお手元にある予診票を使って予防接種を受けることができません。
また、費用も全額自己負担になりますのでご注意下さい。

◎麻しん風しん（ＭＲ）予防接種　２期
・平成21年４月２日から平成22年４月１日生まれのお子さん

◎高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種
・今年度中（平成28年３月31日まで）に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方。
注）過去に同様の肺炎球菌ワクチンを接種した方は、対象外となります。
・肺炎球菌ワクチンの接種費用助成については、平成28年４月28日（期限厳守）までに、役場の窓口（税務
　会計課・保健福祉課）に申請して下さい。
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平
成
28
年
2
月「

雪
」
に
興
奮
し
て
い
る
姿
は
、
将
来

の
西
和
賀
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
引
き
込
ま
れ
て
、
大
野
地

区
の
雪
あ
か
り
を
散
策
し
て
み
ま
し
た

が
、
途
中
、
関
東
か
ら
の
お
客
さ
ん
は
、

夜
空
の
星
の
美
し
さ
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
何
に
感
謝
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う

か
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
か
せ
る
今
年
の

雪
あ
か
り
で
し
た
。
来
年
の
「
25
年
」

目
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
12
日
、
北
上
横
手
地
域
開
発
促

進
協
議
会
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ
北
上
線
」
の

活
性
化
に
向
け
た
要
望
会
が
、
Ｊ
Ｒ
盛

岡
支
社
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道

新
幹
線
の
開
業
を
控
え
、
新
た
な
周
知

宣
伝
活
動
も
必
至
で
す
。
利
用
促
進
協

議
会
に
よ
る
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
入
選
作
品
も
活
用
し
ま
す
。
北
上
、

横
手
、
ほ
っ
と
ゆ
だ
の
駅
舎
に
展
示
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
，

ぜ
ひ
「
鉄
路
」
も
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
・
・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝

　

春
は
名
の
み
の･･･

と
思
い
出
し
て

口
ず
さ
ん
で
は
見
ま
し
た
が
、
凍
て
つ

く
冬
を
感
じ
る
こ
と
も
無
く
、
季
節
の

分
か
れ
目
を
や
り
過
ご
し
ま
し
た
。
あ

ま
り
今
か
ら
心
配
性
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
年
も
実
り
豊
か
な
一

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

「
ほ
っ
と
ゆ
だ
北
日
本
雪
合
戦
大
会
２

０
１
６
」
は
、
過
去
最
高
の
１
０
８
チ

ー
ム
の
参
加
を
見
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
で
岩

手
県
に
来
て
い
る
方
々
の
参
加
も
あ
り
、

選
手
宣
誓
は
沖
縄
県
の
方
で
し
た
。
お

そ
ら
く
見
た
こ
と
も
無
い
〝
豪
雪
〞
の

魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
若
い
人
た
ち
は
、
実
に

ス
リ
ル
と
遊
び
に
戯
れ
る
達
人
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
は
「
ゆ
き
あ
か
り
２
０
１

６
ｉ
ｎ
に
し
わ
が
」
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
来
客
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
下
、
若
畑
地
区
で
は
、
台
湾

か
ら
の
観
光
客
（
大
学
生
）
も
参
加
し
、

大
賑
わ
い
で
し
た
。
初
め
て
見
る

　
マ
ー
病
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
」／
三
木
直
子

☆「
殿
堂
レ
シ
ピ
も
大
公
開
ク
ッ
ク
パッ
ド
の
大

　

人
気
お
菓
子
１
０
８
」／
ク
ッ
ク
パッ
ド

☆「
お
に
ぎ
ら
ず
」／
し
ら
い
し
や
す
こ

☆「
フ
ラ
ン
ス
人
は
１
０
着
し
か
服
を
持
た
な

　
い
」／
ジェニフ
ァ
ー・ス
コッ
ト
」

☆「
レ
シ
ピ
ブ
ロ
グ
の
人
気
お
菓
子
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１
０
０
」

☆「
売
れ
っ
子
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
に
な
る
本
」

　

／
た
か
は
し
あ
や

☆「
亡
国
の
農
協
革
命
」／
三
橋
貴
明

☆「
だ
か
ら
、生
き
る
」／
つ
ん
く
♂

☆「
サ
ラ
バ
」上・下
／
西
加
奈
子

☆「
ス
ク
ラ
ッ
プ・ア
ン
ド・ビ
ル
ド
」／
羽
田
圭
介

☆「
村
上
海
賊
の
娘
」上・下
／
和
田
竜

☆「
新
参
者
」／
東
野
圭
吾

☆「
人
魚
の
眠
る
家
」／
東
野
圭
吾

☆「
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
」第
１
部
〜
３
部
／
宮
部
み
ゆ
き

☆「
名
も
な
き
毒
」／
宮
部
み
ゆ
き

☆「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」／
湊
か
な
え

☆「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」／
池
井
戸
潤

☆「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
２
」／
池
井
戸
潤

☆「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
」／
渡
辺
和
子

☆「
掟
上
今
日
子
の
備
忘
録
」／
西
尾
維
新

☆「
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
」／
住
野
よ
る

☆「
一〇
三
歳
に
な
って
わ
か
っ
た
こ
と
」／
篠
田
桃
紅

☆「
流
」／
東
山
彰
良

☆「
ほ
ん
と
う
の
贅
沢
」／
吉
沢
久
子

☆「
い
わ
ず
に
お
れ
な
い
」／
ま
ど・み
ち
お

☆「
職
業
と
し
て
の
小
説
家
」／
村
上
春
樹

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課　
☎
82
２
０
４
５

１
月
に
購
入
し
た
新
着
図
書
を
紹
介
し
ま
す

【
絵
本
】

☆「
あ
お
く
ん
と
き
い
ろ
ち
ゃ
ん
」／
レ
オ・レ
オ
ニ

☆「
く
ま
モ
ン
と
ブ
ル
ー
ビ
ー
の
な
か
ま
た
ち
」

　

／
葉
山
祥
鼎

☆「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」／
内
田
美
智
子

☆「
ママ
が
お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃっ
た
」／
の
ぶ
み

☆「
も
う
ぬ
げ
な
い
」／
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

【
児
童
書
】 

☆「
新
ポ
ケ
ッ
ト
版
学
研
の
図
鑑
」１
巻
〜
12
巻

☆「
お
り
が
み・こ
う
さ
く
ミ
ニ
ブ
ッ
ク
」１
巻
〜
７
巻

☆「
遊
べ
る
工
作
大
図
鑑
」／
阿
部
知
子

☆「
名
探
偵
コ
ナ
ン
業
火
の
向
日
葵
」／
水
稀
し
ま

☆「
名
探
偵
コ
ナ
ン
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
時
事
ワ
ー
ド

　
〈
２
０
１
６
〉」

☆「
雲
の
か
た
ち
で
天
気
が
わ
か
る
」／
新
田
尚

☆「
き
え
た
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
」／
原
ゆ
た
か

☆「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
よ
う
か
い
大
う
ん
ど
う

　

か
い
」／
原
ゆ
た
か

☆「
コ
ミ
ッ
ク
版
三
国
志
」１
巻
〜
５
巻
／
能
田
達
規

☆「
シ
ュガ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
」／
ア
イ
リ
ー
ン・ト
リ
ン
ブ
ル

☆「
レ
ミ
ー
の
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
」／
キ
テ
ィ・リ
チ
ャ
ー
ズ

【
一般
書
】

☆「
ま
ち
の
本
屋
」／
田
口
幹
人

☆「
革
新
挑
戦
」／
松
田
十
刻

☆「
新
し
い
道
徳
」／
北
野
武

☆「
雲
の
カ
タ
ロ
グ　

空
が
分
か
る
全
種
分
類

　

図
鑑
」／
村
井
昭
夫

☆「
人
生
が
変
わ
る
経
路
リ
ン
パマ
ッ
サ
ー
ジ
」

　

／
渡
辺
佳
子

☆「
耳
は
１
分
で
よ
く
な
る
」／
今
野
清
志

☆「
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
で
今
す
ぐ
ア
ル
ツ
ハ
イ

図
書
室
の
新
刊
の
紹
介



　

現
在
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
方
は
、
役
場
窓
口
で
障

害
認
定
申
請
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険（
社
会
保
険
・

国
民
健
康
保
険
等
）
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
認
定
申
請
は
任
意
で
、
65
歳
の
誕
生

日
か
ら
75
歳
の
誕
生
日
前
ま
で
は
申
請
手
続

き
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
後
で
も
、
75
歳
の

誕
生
日
前
ま
で
は
障
害
認
定
申
請
の
取
り
下

げ
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
法
等
障
害
年
金
1
、
2
級

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら
3
級
及
び
4

級
の
一
部
。（
4
級
の
一
部
…
下
肢
障
害

（
1
・
3
・
4
号
）、
音
声
機
能
、
言
語
機

能
の
著
し
い
障
害
）

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
、
2
級

④
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
（
総
合
判
定
）

欄
に
「
Ａ
」
の
判
定
表
示

●
持
参
す
る
も
の
／

①
年
金
証
書
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
等
の
う

ち
い
ず
れ
か
自
身
の
段
階
を
証
明
で
き
る

書
類
②
健
康
保
険
証
③
印
鑑

●
問
合
先
／
医
療
保
険
室　

☎
85
3
4
1
4

　

平
成
28
年
1
月
1
日
以
降
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
施
行
に
伴
い
、
妊
娠
届
出
時
に
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
確
認
と
身
元
の
確
認

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
代
理
人
に
よ
る
届

出
の
場
合
は
、
委
任
状
の
記
載
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の
／
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
、

妊
娠
届
出
人
の
身
元
が
分
か
る
証
明
書

　

身
元
が
分
か
る
証
明
書
は
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
つ
き
の

公
的
な
証
明
書
1
点
が
必
要
で
す
。
そ
れ
以

外
の
証
明
書
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
で
あ
れ

ば
2
点
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
す
る
と
き
は
事
前
に
保
健
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
町
Ｈ
Ｐ
の
「
母
子
健

康
手
帳
」
ペ
ー
ジ
に
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
保
健
福
祉
課　

☎
85
3
4
1
1

　

町
に
は
、
医
師
を
目
指
す
医
学
生
を
支
援

す
る
た
め
の
医
師
養
成
修
学
資
金
制
度
が
あ

り
、
こ
の
資
金
の
貸
付
を
希
望
す
る
人
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
／
①
平
成
28
年
4
月
に
大
学
の

医
学
部
に
入
学
予
定
の
方
②
申
請
時
に
お

い
て
、
大
学
の
医
学
部
に
在
学
中
の
者
で

他
の
修
学
金
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

で
、
①
②
と
も
将
来
、
町
立
西
和
賀
さ
わ

う
ち
病
院
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
方
。

●
募
集
人
員
／
1
人
以
内
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
町
内
出
身
者
を
優
先
し
ま
す
。）

●
貸
付
期
間
／
6
年
以
内

●
貸
付
金
額
／
①
月
額
30
万
円
以
内

　

②
入
学
一
時
金
1
，0
0
0
万
円
以
内

●
返
還
免
除
の
条
件
／
修
学
資
金
の
貸
付
を

受
け
た
期
間
に
相
当
す
る
期
間
、町
立
西
和

賀
さ
わ
う
ち
病
院
に
勤
務
し
た
場
合
な
ど

●
応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
役
場
医
療
保
険
室
に
提
出

●
募
集
期
限
／
3
月
31
日
㈭
郵
送
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効

●
問
合
先
／
医
療
保
険
室　

☎
85
3
4
1
4

　

町
で
は
、
将
来
、
町
内
で
医
療
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
方
の
修
学
支
援
を
目
的
に
、
修

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
／
①
平
成
28
年
4
月
に
大
学
の

薬
学
部
・
看
護
師
の
養
成
施
設
に
入
学
予

定
の
方
。
②
申
請
時
に
大
学
の
薬
学
部
・

看
護
師
の
養
成
施
設
に
在
学
し
て
い
る
方
。

※
い
ず
れ
も
他
の
修
学
資
金
貸
付
を
受
け
て

い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

●
募
集
人
員
／
薬
剤
師
1
名　

看
護
師
1
名

　
（
応
募
多
数
の
場
合
は
西
和
賀
町
内
出
身

者
を
優
先
し
ま
す
。）

●
貸
付
金
額
／
月
額
10
万
円

●
返
還
免
除
の
条
件
／
修
学
資
金
を
借
り
受

け
た
期
間
、
町
内
の
医
療
機
関
で
従
事
す

る
場
合
な
ど

●
応
募
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
役
場
医
療
保
険
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限
／
3
月
31
日
㈭
郵
送
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効

●
問
合
先
／
医
療
保
険
室　

☎
85
３
４
１
４

　

西
和
賀
町
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
皆
様

に
お
知
ら
せ
で
す
。
平
成
27
年
度
分
返
還
金

の
納
付
期
限
は
、3
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

奨
学
金
は
、
返
還
さ
れ
た
お
金
を
資
金
と

し
て
新
た
な
奨
学
生
へ
貸
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
う
え
、
忘
れ
ず
に
返
還
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
／
学
務
課　

☎
85
2
3
3
7

　

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

　

私
達
は
誰
で
も
悩
み
、
つ
ら
い
気
持
ち
を

抱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、

悩
ん
で
い
る
人
を
支
え
る
の
は
、
家
族
や
友

人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
に
い
る
方
々
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
問
題

は
、
私
達
の
生
活
に
身
近
に
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。

　

身
近
な
人
が
、
な
ん
だ
か
い
つ
も
と
様
子

が
違
う
と
感
じ
た
ら
、「
こ
の
ご
ろ
元
気
な

い
よ
う
だ
け
ど
ど
う
し
た
の
？
」
な
ど
声
を

か
け
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
悩
ん
で
い
る
人
を
支
え
る
た
め
に
、

私
達
が
で
き
る
第
一
歩
で
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
自
身
が
悩
ん
で
い
た
ら
、

一
人
で
抱
え
ず
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

勇
気
を
持
っ
て
助
け
を
求
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

話
を
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
少
し
だ
け

気
持
ち
が
楽
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

自
分
自
身
を
、
そ
し
て
自
分
の
身
近
な
人

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
か
け
が
え
の
な
い

一
人
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ
と
命
を
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

●
問
合
先
／
保
健
福
祉
課
☎
85
3
4
1
1

﹇
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
﹈

　

西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
未
就
園

お知らせ
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
障
害
認
定
申
請
）
の
お
知
ら
せ

『
子
育
て
サ
ロ
ン
』を
開
催
し
ま
す

妊
娠
届
出
書
の
申
請
に
つ
い
て

役
場
か
ら

そ
の
他

14NISHIWAGA－2016.02.

医
師
養
成
修
学
生
の募

集
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
奨
学
金返

還
に
つ
い
て

薬
剤
師・看
護
師
養
成
修
学
生
の

募
集
に
つ
い
て

「
み
ん
な
で
つ
な
ご
う 

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
絆
」

〜
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
〜
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項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

7 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。

1月16日～2月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（1月分）

交通事故の状況 （1月分）

住民の動き （1月分）

（7）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（0件）
0件

件数 0件

（0人）
0人

（13件）
13件

（12人）
12人

（10件）
10件

■救急

■火災

（10人）
10人

（23件）
23件

（22件）
22人

－
－
－
－
－
－
－
－

6
2
1
8

6，104
2，863
3，241
2，366

（0件）

3
3
3
4
6
1
5
1

※救急は町外への出動を含む件数、（　）は1月からの累計

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

1月15日永眠

1月17日永眠

1月20日永眠

1月23日永眠

1月24日永眠

2月 3日永眠

2月 7日永眠

2月14日永眠

2月15日永眠

(93歳)

(89歳)

(94歳)

(85歳)

(81歳)

(80歳)

(75歳)

(73歳)

(95歳)

（湯　川）

（太　田）

（樺　沢）

（耳　取）

（若　畑）

（上野々）

（柳　沢）

（川　舟）

（前　郷）

髙橋　キミさん

米澤　喜昭さん

羽柴　ヤスさん

髙橋　松吉さん

藤原　敬子さん

藤原　榮子さん

髙橋　和衛さん

佐々木厚子さん

佐々木孝一さん

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

髙　橋　福　永 （男） 真　樹 （湯　田）
ふくひさ

児
と
母
親
が
一
同
に
会
し
て
、
育
児
の
悩
み

の
共
有
や
仲
間
作
り
を
目
的
と
し
た
『
子
育

て
サ
ロ
ン
』
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
3
月
16
日
㈬
10
時
〜

●
場
所
／
笑
く
和
く
ハ
ウ
ス
（
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
湯
田
・
沢
内
）

●
内
容
／
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

●
費
用
／
一
家
族
2
0
0
円

●
問
合
先
／
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
85
3
2
2
5

　

西
和
賀
町
観
光
協
会
で
は
、
観
光
業
務
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
職
員
（
臨
時
）
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
勤
務
形
態
や
福
利
厚

生
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成

29
年
3
月
31
日

●
業
務
内
容
／
観
光
案
内
業
務
・
集
客
企
画
・

他
観
光
関
連
事
務
全
般

●
採
用
予
定
数
／
1
人

●
申
込
期
限
／
平
成
27
年
3
月
10
日
㈭
（
申

込
期
限
ま
で
必
着
の
こ
と
）

●
面
接
日
時（
予
定
）／
3
月
18
日
㈮

●
試
験
場
所
／
湯
夢
プ
ラ
ザ

●
そ
の
他
／
①
高
卒（
見
込
）以
上
、
要
普
通

自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド

･

エ
ク
セ
ル
）
の
で
き
る
方
、
②
旅
行
業

務
取
扱
管
理
者
資
格
を
有
す
る
か
資
格
取

得
に
意
欲
の
あ
る
方
、
③
観
光
協
会
に
備

え
る
採
用
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
市
販
の
履
歴
書（
自

筆･

写
真
貼
付
）
を
添
え
て
提
出
し
て
下

さ
い 

●
申
込･

問
合
先
／
西
和
賀
町
観
光
協
会
事

務
局
（
湯
夢
プ
ラ
ザ
内
）
☎
81
1
1
3
5

西
和
賀
町
観
光
協
会
職
員
募
集

　「ギンガク」は、全国の学生・若者を対象に西和賀町での作品づくりの機会を提供している合宿事業です。今回の
冬季合宿では2月15日㈪から順次滞在を開始し、3月12日㈯には演劇の上演会「雪の演劇祭2016」を、13日㈰には美
術の作品発表会「湯田温泉峡風呂美術大学2016冬」を行います。
　そんなギンガクでは、この冬から、合宿をいっしょに楽しんでいただける町内
サポーターを募集します。車の使えない参加者のためのちょっとした買い出しや、
人生相談へのアドバイスなどなど、仕事の内容はさまざまです。もちろん芸術の
ことはよくわからなくても大丈夫です! 一生懸命な若者たちに寄り添っていた
だける方、お気軽にお申し込みください。作品発表が終わったら、みんなでいっ
しょに笑いましょう。
●お問合せ／☎0197-81-1135 （ギンガク実行委員　高橋いくみ）

５年目を迎える銀河ホールの合宿事業、サポーターとして参加してみませんか？
ギンガクの町内サポーターを募集します!ギンガクの町内サポーターを募集します!
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私
達
西
高
で
は
二
月
五
日
の
Ｌ

Ｈ
Ｒ
を
使
っ
て
、
西
和
賀
町
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
る
雪
あ
か
り

の
制
作
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
る
と
降
雪

量
が
と
て
も
少
な
い
の
で
、
希
望

し
て
い
た
雪
像
を
作
れ
な
か
っ
た

た
め
、
内
容
を
決
め
る
の
に
多
く

の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　

作
業
当
日
は
、
例
年
よ
り
少
し

規
模
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
か
、
一

年
生
の
看
板
、
二
年
生
の「
蛍
雪
」

の
雪
像
と
も
、
と
て
も
完
成
度
の

高
い
も
の
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

例
年
に
な
い
「
雪
不
足
」
の
中
、

完
成
度
の
高
い
も
の
を
作
成
で
き

た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
雪
あ
か
り

制
作
を
通
し
て
西
和
賀
町
の
行
事

に
参
加
で
き
た
の
で
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　
　
　

鈴
木　

穣
（
一
Ｂ
東
陵
）

僕
達
一
年
生
は
、
看
板
係
と

バ
ケ
ツ
係
に
分
か
れ
て
、
雪

あ
か
り
制
作
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
年
は
雪
が
少
な
い
の

で
、
制
作
に
は
、
と
て
も
苦

労
を
重
ね
ま
し
た
が
、
距
離

感
を
気
に
し
な
が
ら
行
な
い
、

と
て
も
き
れ
い
な
出
来
上
が

り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
日
も
多
く
の
方
が
見
に
来

て
下
さ
っ
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
西
和
賀
の
伝

統
行
事
を
大
切
に
す
る
と
い

う
町
の
人
々
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
た
の
で
、
今
年
の

「
雪
あ
か
り
」
も
成
功
し
た

と
感
じ
ま
し
た
。
私
達
「
西

高
雪
あ
か
り
」
も
み
ん
な
で

協
力
し
て
、
計
画
通
り
に
で

き
、
素
晴
ら
し
い
雪
あ
か
り

制
作
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

深
澤
柊
也
（
一
Ｂ
沢
内
）

　

二
年
Ａ
組
で
は
、
人
数
と
時
間
が
少
な

く
大
変
で
し
た
が
、
全
員
が
集
中
し
協
力

し
て
作
り
ま
し
た
。
ミ
ニ
か
ま
く
ら
の
形

が
う
ま
く
い
か
ず
、
何
回
か
失
敗
し
ま
し

た
が
、
補
強
し
た
り
な
ど
工
夫
を
し
て
作

り
ま
し
た
。
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
手
を
ぬ

か
ず
に
頑
張
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　

蛭
坂　

甚
哉
（
二
Ａ
沢
内
）

半袖の人も…半袖の人も… 心を込めて作ります

協同作業？協同作業？

宮
古
水
産
と
の
生
徒
会
交
流
会

　

他
校
生
と
の
慣
れ
な
い
交

流
で
し
た
が
２
日
間
を
通
し

て
西
和
賀
町
を
知
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
楽
し
く
交
流
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

髙
橋
紗
也
佳
（
一
Ａ
湯
田
）

　

交
流
会
で
の
ス
ノ
ー
バ
ス

タ
ー
ズ
の
様
子
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
も
映
っ
て
い
た
の
で
、

恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
が
、

少
し
嬉
し
い
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
。

　

久
保　

直
輝
（
二
Ｂ
沢
内
）

西高雪あかり

今年のテーマは「蛍雪」

2/6.7
西高雪あかり

今年のテーマは「蛍雪」

2/6.7

1
／
21
・
22

　

一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
に
行
わ

れ
た
宮
古
水
産
高
校
と
の
生
徒
会
交
流
会

で
は
、
お
た
が
い
に
得
る
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
交
流
会
一
日
目
に
行
わ

れ
た
平
野
順
子
さ
ん
に
よ
る
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
」

を
学
ぶ
講
義
で
は
、
生
徒
会
と
し
て
学
校

を
引
っ
張
っ
て
い
く
立
場
で
リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
資
格
を
学
び
、
ま
た
個
人
が

抱
え
て
い
る
問
題
を
互
い
に
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
通
し
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
二
日
目
に
行
な
わ
れ
た
ス
ノ
ー
バ

ス
タ
ー
ズ
で
は
、
雪
か
き
作
業
を
通
し
て

日
頃
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
地
域
の
方
に

感
謝
の
意
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

宮
古
水
産
の
皆
さ
ん
に
も
西
和
賀
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
。
二
日
間
の
活
動
か
ら

学
び
取
っ
た
こ
と
を
学
校
生
活
に
活
か
す

こ
と
が
生
徒
会
交
流
の
本
来
の
目
的
な
の

で
、
吸
収
し
た
こ
と
を
プ
ラ
ス
の
形
で
学

校
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

生
徒
会
長　

北
村
竜
二
（
二
Ｂ
沢
内
）

2日目スノーバスターズに出発！2日目スノーバスターズに出発！

1日目グループワーク1日目グループワーク



　

雪
の
結
晶
を
観
察
し
ま
し
た
。

西
和
賀
町
は
雪
が
降
る
と
き
は
ほ

と
ん
ど
風
が
あ
る
の
で
、
き
れ
い

な
結
晶
が
見
ら
れ
る
の
は
ま
れ
で

し
た
。
し
か
し
、
登
校
中
降
っ
て

き
た
雪
を
み
る
と
、
き
れ
い
な
結

晶
が
あ
っ
た
り
、
少
し
立
体
感
の

あ
る
結
晶
が
あ
っ
て
写
真
に
収
め
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編
集
後
記

　

い
よ
い
よ
三
学
期
と
な
り
、
私
た
ち
執
行
部
は
今
年

度
の
ま
と
め
、
来
年
度
に
向
け
て
の
準
備
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
先
月
に
行
な
わ
れ
た
、
宮
古
水
産
高
校
と

の
生
徒
会
交
流
の
様
子
、
先
日
の
雪
あ
か
り
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

航
大
（
二
Ｂ
沢
内
）

　

今
回
の
演
劇
で
第
一
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
ま
し
た
が
、

自
分
達
の
劇
を
よ
り
よ
い
も
の
に

し
よ
う
と
頑
張
る
の
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。

　
　

佐
々
木　

翔
（
三
Ｂ
沢
内
）

　

チ
リ
と
タ
ン
ザ
ニ

ア
か
ら
来
た
方
々
と

わ
ら
人
形
作
り
や
雪

遊
び
、
温
泉
に
入
る

な
ど
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
私
は
な
か
な

か
話
す
こ
と
が
出
来

ず
と
ま
ど
い
ま
し
た

が
、
最
後
に
は
上
手

く
会
話
を
す
る
事
が

出
来
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
国
際
交
流
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

吉
田　

美
帆

　
　

（
二
Ａ
沢
内
）

　

体
育
の
授
業
の
し
め
く
く

り
と
し
て
、
体
育
行
事
の
計

画
と
実
践
の
中
で
個
々
の
果

た
す
べ
き
役
割
や
態
度
に
気

付
く
こ
と
や
、
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
に
三
年
生
全
員
で
触

れ
、
将
来
何
か
一
つ
は
ス
ポ

ー
ツ
を
継
続
し
よ
う
と
い
う

気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
皆

で
最
後
の
交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。

冬
の
体
育
祭

郷
士
の
文
学
に
触
れ
る 三

年
　三

年
　

　

三
年
生
の
現
代
文
Ａ
選
択

者
は
「
郷
土
の
文
字
に
触
れ

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
川

村
光
夫
作『
う
た
よ
み
ざ
る
』

を
読
み
ま
し
た
。
授
業
の
最

後
に
は
、
小
さ
な
舞
台
を
作

り
、
配
役
を
決
め
て
少
し
動

き
も
入
れ
て
み
ま
し
た
。
次

は
、
本
物
の
『
う
た
よ
み
ざ

る
』
を
見
て
み
た
い
‼

体育大好き！！体育大好き！！

お面も作ってみましたお面も作ってみました

る
こ
と
が
で
き

ず
悔
し
か
っ
た

で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

雪
を
じ
っ
く
り

見
て
下
さ
い
。

　

松
川　

奈
愛

　
（
二
Ｂ
沢
内
）

　

一
月
十
七
日
（
日
）
西
和
賀
を
訪
れ
て
い
た

「
青
年
の
船
」
の
参
加
者
と
、
西
和
賀
町
民
の

交
流
会
が
あ
り
、
本
校
か
ら
四
人
が
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

冬
の
西
和
賀
を
チ
リ
の
ユ
キ
さ
ん
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
プ
リ
ン
ス
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。

砂湯満喫砂湯満喫

練習を重ねた（？）マジックを披露練習を重ねた（？）マジックを披露

わら細工に挑戦わら細工に挑戦

青
年
の
船
地
方
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
と
の
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
in
西
和
賀

青
年
の
船
地
方
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
と
の
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
in
西
和
賀

No.1eye

雪の結晶
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１月30日（土）～31日（日）に湯田小学校グラウンド・特設コートで
ほっとゆだ2016北日本雪合戦大会が行われました。
１月30日（土）～31日（日）に湯田小学校グラウンド・特設コートで
ほっとゆだ2016北日本雪合戦大会が行われました。

雪原を舞台に熱い戦い

　

「
ほ
っ
と
ゆ
だ
北
日
本
雪
合
戦
大
会
」

は
、
西
和
賀
町
の
雪
を
活
か
し
た
冬
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
行
な
わ
れ
、
平
成
３
年
か

ら
開
催
し
、
今
年
で
22
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

こ
の
雪
合
戦
は
、
平
成
元
年
に
北
海
道

壮
瞥
町
で
国
際
雪
合
戦
大
会
が
開
催
さ
れ

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と

し
て
全
国
的
に
広
が
り
ま
し
た
。
知
力
・

体
力
・
精
神
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
全
て
を

駆
使
す
る
、
奥
の
深
い
競
技
で
す
。

か
ら
過
去
最
多
の
１
０
８
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
遠
く
は
京
都
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
試
合
終
了
後
に
は
西
和
賀
ウ

エ
ル
カ
ム
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
選
手
・

大
会
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
地
元
料
理
の
お

振
る
舞
い
や
、
当
日
の
試
合
の
模
様
が
上

映
さ
れ
た
ほ
か
、
翌
日
の
準
決
勝
リ
ー
グ

の
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
な
ど
を
行
な
い
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

は
ベ
ッ
チ
ョ
リ
ナ
ッ
チ
ョ
リ
（
遠
野
市
）
、

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
は
紅
武
レ
イ
ダ
ー
ス

（
西
和
賀
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
結
果
に
よ
り
一
般
の
部
と
レ

デ
ィ
ー
ス
の
部
の
上
位
チ
ー
ム
が
、
２
月

108チームが集結した開会式

多くの選手や関係者で賑わった交流会

一般の部決勝（東部レイダース）レディースの部決勝戦（紅武レイダース）

　

今
年
は
一
般
の
部
、
ミ
ッ
ク
ス
の
部
、

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
の
３
部
門
で
、
県
内
外

過
去
最
多
１
０
８
チ
ー
ム
が
参
加

　

一
般
の
部
、
決
勝
戦
は
東
部
レ
イ
ダ
ー

ス
（
西
和
賀
町
）
が
４
年
連
続
５
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ミ
ッ
ク
ス
の
部

白
熱
し
た
各
部
の
決
勝
戦
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一般の部優勝「東部レイダース（西和賀町）」（４年連続５回目）

レディースの部優勝「紅武レイダース（西和賀町）」（初優勝） ミックスの部優勝「ベッチョリナッチョリ（遠野市）」（初優勝）

26
日
〜
27
日
に
北
海
道
壮
瞥
町
で
開
催
さ

れ
る
第
28
回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
大
会

と
、
３
月
５
日
〜
６
日
に
長
野
県
白
馬
村

で
開
催
さ
れ
る
第
３
回
日
本
雪
合
戦
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
過
去
に
は
西
和

賀
町
の
チ
ー
ム
が
「
全
国
優
勝
」
し
、
さ

ら
に
北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

世
界
大
会
で
も
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
に
な

っ
て
い
る
事
か
ら
、
参
加
す
る
チ
ー
ム
に

は
、
全
国
大
会
で
の
上
位
入
賞
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

西
和
賀
町
で

「
希
望
郷・い
わ
て
国
体
」

デ
モ
ス
ポ「
室
内
雪
合
戦
」が

　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

雪
合
戦
は
、
雪
国

の
風
土
・
文
化
に
根

差
し
た
新
た
な
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
岩
手
県

で
「
希
望
郷
・
い
わ

て
国
体
」
が
開
催
さ

れ
、
西
和
賀
町
で
は
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
『
室
内
雪
合
戦
』

が
９
月
24
日
に
湯
田

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
一
般
の
部
】

　

優　

勝　

東
部
レ
イ
ダ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
和
賀
町
）

　

準
優
勝　

星
山
ク
ラ
ブ
（
紫
波
町
）

　

第
３
位　

N
F
ス
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
和
賀
町
）

　
　

同　
　

西
部
レ
イ
ダ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
和
賀
町
）

【
一
般
の
部
】

　

優　

勝　

紅
武
レ
イ
ダ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
和
賀
町
）　

　

準
優
勝　

自
然
人
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
盛
岡
市
）　
　

　

第
３
位　

め　

し　

べ
（
花
巻
市
）　

　
　

同　
　

N
F
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
和
賀
町
）

【
ミ
ッ
ク
ス
の
部
】

　

優　

勝　

ベ
ッ
チ
ョ
リ
ナ
ッ
チ
ョ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
野
市
）

　

準
優
勝　

N
F
ミ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
和
賀
町
）

　

第
３
位　

T
E
A
M
野
生
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
滝
沢
市
）

　
　

同　
　

チ
ー
ム
や
せ
が
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
古
市
）

大
会
結
果
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横浜市港北区在住

髙橋　安見さん（大石出身 73歳）

妻（孝子）とつなぎ温泉にて

錦秋湖マラソン参加（巻淵付近）

　

平
成
15
年
６
月
29
日
（
日
）
東
京
上
野
の
ホ
テ
ル
東
天
紅
に
お
い

て
一
四
六
名
の
参
加
者
の
も
と
「
湯
田
ふ
る
さ
と
会
」
設
立
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
健
太
郎
さ
ん
を
初
代
会
長
に
選
出
し
、
私
が
幹
事
長
を
仰
せ

つ
か
り
会
則
や
役
員
選
出
等
の
承
認
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
入
り
、
な
つ
か
し
い
湯
田
訛
り
の
会
話
が
弾
み
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
終
わ
り
頃
に
川
尻
中
、
湯
本
中
、
湯

田
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌
斉
唱
も
飛
び
出
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

迎
え
た
と
こ
ろ
で
設
立
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
翌
年
以
降
も
趣
向

を
こ
ら
し
た
「
湯
田
ふ
る
さ
と
会
」
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
こ
の
２
年
後
に
２
代
目
会
長
を
拝
命
し
、
役
員

の
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
２
期
４
年
務
め
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
同
じ
山
、
川
の
風
景
を
共
有
し
た
で
あ
ろ
う
多

く
の
方
達
と
知
り
合
え
た
こ
と
が
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
若
草
の
道　

空
晴
れ
て　

雲
も
流
れ
る
真
昼
岳　

君
も
私
も
手

を
つ
な
ぎ　

み
ん
な
明
る
く
学
び
ま
し
ょ
う
」

　

私
が
生
ま
れ
た
沢
内
、
新
町
小
学
校
の
校
歌
で
す
。
62
歳
に
な
っ

た
今
で
も
、
ふ
っ
と
口
ず
さ
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
三
十
数
年
前
、
子
ど
も
の
病
気
の
こ
と
も
あ
り
、
岩
手
飯

岡
か
ら
気
候
温
暖
な
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。

子
供
の
病
気
と
慣
れ
な
い
生
活
か
ら
苦
し
い
日
々
が
あ
り
ま
し
た

が
、
親
戚
や
ま
わ
り
の
方
々
の
ご
支
援
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
頃
、
同
郷
の
集
う
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
互
い

に
同
郷
と
い
う
こ
と
も
あ
り
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
沢
内
ふ
る
さ
と
会
」
で
は
、
西
和
賀
町
の
代
表
の
方
々
の
近
況

報
告
を
毎
年
楽
し
み
に
拝
聴
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
懐
か
し
い
方
言
で
話
せ
る
こ
と
が
私
達
夫
婦
の
元
気
の
源
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
西
和
賀
町
の
元
気
が
私
達
の
元
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ガ
ン
バ
レ
西
和
賀
町
！
私
達
も
応
援
し
ま
す
。

みやす

神奈川県小田原市在住

加藤　広明さん（新町出身 62歳）
あきひろ

（湯田ふるさと会）

（沢内ふるさと会）

のののの
（No.7）


